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(57)【要約】
【課題】短時間で確実に所望の静止画像を取得可能な電
子内視鏡用プロセッサを提供する。
【解決手段】電子内視鏡用プロセッサが、第１及び第２
の画像記憶手段と、画像データの差分値を求める動き検
出手段と、制御手段とを有し、制御手段は、画像データ
を逐次ビデオ信号に変換し第１及び第２の画像記憶手段
に差分値と共に逐次記憶させる第１のモードと、第１の
画像記憶手段に記憶された画像データを出力すると共に
生成される画像データを逐次第２の画像記憶手段に差分
値と共に記憶させる第２のモードと、第２の画像記憶手
段に記憶された画像データを出力すると共に生成される
画像データを逐次第１の画像記憶手段に差分値と共に記
憶させる第３のモードとのいずれかによって制御するも
のであり、第２及び第３のモードにおいては、差分値に
基づいて、画像データを連続的に出力する第１再生モー
ドから、画像データの一つを繰返し出力する第２再生モ
ードに切り換える。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子内視鏡からの映像信号を処理してモニタに表示させる電子内視鏡用プロセッサであ
って、
　　前記映像信号から画像データを生成する画像データ生成手段と、
　　複数フレームの画像データを記憶可能な第１及び第２の画像記憶手段と、
　　前記画像データのそれぞれについて、１つ前のフレームの画像データと比較し差分値
を求める動き検出手段と、
　　前記画像データを前記モニタに表示可能なビデオ信号に変換する信号処理手段と、
　　前記信号処理手段並びに前記第１及び第２の画像記憶手段を制御する制御手段と、
を有し、
　前記制御手段は、
　　前記画像データ生成手段によって生成される画像データを逐次ビデオ信号に変換して
出力すると共に前記第１及び第２の画像記憶手段に前記差分値と共に逐次記憶させる第１
のモードと、
　　前記第１の画像記憶手段に記憶された画像データをビデオ信号に変換して出力すると
共に前記画像データ生成手段によって生成される画像データを逐次前記第２の画像記憶手
段に前記差分値と共に記憶させる第２のモードと、
　　前記第２の画像記憶手段に記憶された画像データをビデオ信号に変換して出力すると
共に前記画像データ生成手段によって生成される画像データを逐次前記第１の画像記憶手
段に前記差分値と共に記憶させる第３のモードと、
のいずれかによって制御するものであり、
　前記第２又は第３のモードにおいては、前記差分値をモニタし、該差分値に基づいて、
前記第１又は第２の画像記憶手段に記憶された複数の画像データを記憶された時間が新し
いものから順に連続的にビデオ信号に変換して出力する第１再生モードから、前記第１及
び第２の画像記憶手段に記憶された複数の画像データのうちの一つを繰り返しビデオ信号
に変換して出力する第２再生モードに切り換える
ことを特徴とする電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項２】
　前記制御手段が、前記差分値を所定の閾値と比較し、前記差分値が所定の閾値以下とな
った場合に第１再生モードから第２再生モードに切り換えることを特徴とする請求項１に
記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項３】
　前記第１再生モードは、前記第１及び第２の画像記憶手段に記憶されている複数の画像
データを複数フレームおきにビデオ信号に変換して出力するものであることを特徴とする
請求項１又は請求項２に記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項４】
　前記第１のモードから前記第２又は第３のモードへの切り換えを行うための制御信号の
入力を受け付けると共に、該制御信号が入力された時に該第２のモードと第３のモードの
いずれに切り換えるかを判定する判定手段を有し、
　前記制御手段は、前記判定手段による判定結果に基づいて、前記第１のモードから前記
第２又は第３のモードへの切り換えを行う
ことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の電子内視鏡用プロセッサ
。
【請求項５】
　前記判定手段は、前記制御信号が入力される度に、前記第２のモードと前記第３のモー
ドとを交互に切り換えるように判定することを特徴とする請求項４に記載の電子内視鏡用
プロセッサ。
【請求項６】
　前記判定手段は、前記第２のモードから前記第１のモードへの切り換えが行われてから
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所定時間以内に前記制御信号が入力された時のみ、該第１のモードから前記第３のモード
への切り換えを行うものと判定することを特徴とする請求項４に記載の電子内視鏡用プロ
セッサ。
【請求項７】
　前記所定時間は、前記第１の画像記憶手段に記憶可能な画像データの数に対応した時間
であることを特徴とする請求項６に記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項８】
　電子内視鏡からの映像信号を処理してモニタに表示させる電子内視鏡用プロセッサであ
って、
　　前記映像信号から画像データを生成する画像データ生成手段と、
　　複数フレームの画像データを記憶可能な第１及び第２の画像記憶手段と、
　　前記第１及び第２の画像記憶手段に記憶された画像データが出力される時に、該出力
される画像データと１つ前に出力された画像データと比較し差分値を求める動き検出手段
と、
　　前記画像データを前記モニタに表示可能なビデオ信号に変換する信号処理手段と、
　　前記信号処理手段並びに前記第１及び第２の画像記憶手段を制御する制御手段と、
を有し、
　前記制御手段は、
　　前記画像データ生成手段によって生成される画像データを逐次ビデオ信号に変換して
出力すると共に前記第１及び第２の画像記憶手段に逐次記憶させる第１のモードと、
　　前記第１の画像記憶手段に記憶された画像データをビデオ信号に変換して出力すると
共に前記画像データ生成手段によって生成される画像データを逐次前記第２の画像記憶手
段に記憶させる第２のモードと、
　　前記第２の画像記憶手段に記憶された画像データをビデオ信号に変換して出力すると
共に前記画像データ生成手段によって生成される画像データを逐次前記第１の画像記憶手
段に記憶させる第３のモードと、
のいずれかによって制御するものであり、
　前記第２又は第３のモードにおいては、前記差分値をモニタし、該差分値に基づいて、
前記第１又は第２の画像記憶手段に記憶された複数の画像データを記憶された時間が新し
いものから順に連続的にビデオ信号に変換して出力する第１再生モードから、前記第１及
び第２の画像記憶手段に記憶された複数の画像データのうちの一つを繰り返しビデオ信号
に変換して出力する第２再生モードに切り換える
ことを特徴とする電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項９】
　前記制御手段が、前記差分値を所定の閾値と比較し、前記差分値が所定の閾値以下とな
った場合に第１再生モードから第２再生モードに切り換えることを特徴とする請求項８に
記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項１０】
　前記第１再生モードは、前記第１及び第２の画像記憶手段に記憶されている複数の画像
データを複数フレームおきにビデオ信号に変換して出力するものであることを特徴とする
請求項８又は請求項９に記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項１１】
　前記第１のモードから前記第２又は第３のモードへの切り換えを行うための制御信号の
入力を受け付けると共に、該制御信号が入力された時に該第２のモードと第３のモードの
いずれに切り換えるかを判定する判定手段を有し、
　前記制御手段は、前記判定手段による判定結果に基づいて、前記第１のモードから前記
第２又は第３のモードへの切り換えを行う
ことを特徴とする請求項８から請求項１０のいずれか一項に記載の電子内視鏡用プロセッ
サ。
【請求項１２】
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　前記判定手段は、前記制御信号が入力される度に、前記第２のモードと前記第３のモー
ドとを交互に切り換えるように判定することを特徴とする請求項１１に記載の電子内視鏡
用プロセッサ。
【請求項１３】
　前記判定手段は、前記第２のモードから前記第１のモードへの切り換えが行われてから
所定時間以内に前記制御信号が入力された時のみ、該第１のモードから前記第３のモード
への切り換えを行うものと判定することを特徴とする請求項１１に記載の電子内視鏡用プ
ロセッサ。
【請求項１４】
　前記所定時間は、前記第１の画像記憶手段に記憶可能な画像データの数に対応した時間
であることを特徴とする請求項１３に記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項１５】
　請求項１から請求項１４のいずれか一項に記載の電子内視鏡用プロセッサと、前記電子
内視鏡用プロセッサに接続される電子内視鏡とを備えた電子内視鏡装置であって、
　前記電子内視鏡が、
　前記第１のモードから前記第２又は第３のモードへの切り換えを指示するための入力を
受け付ける第１の入力手段と、
　前記第２及び第３のモードから前記第１のモードへの切り換えを指示するための入力を
受け付ける第２の入力手段と
を有することを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項１６】
　前記第１の入力手段と前記第２の入力手段が同一であることを特徴とする請求項１５に
記載の電子内視鏡装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡からの映像信号を処理してモニタ等に表示させる電子内視鏡用プ
ロセッサ及び、上記電子内視鏡及び電子内視鏡用プロセッサを備えた電子内視鏡装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　体腔内の観察及び診断のために、電子内視鏡装置が広く利用されている。電子内視鏡装
置は、先端に撮像素子を備え、撮像素子によって撮影された画像の映像信号を出力する電
子内視鏡と、電子内視鏡から出力される映像信号を処理し、所定の形式のビデオ信号（例
えば、ＮＴＳＣ方式のビデオ信号）に変換して、モニタ等に表示させる電子内視鏡用プロ
セッサとを有する。
【０００３】
　電子内視鏡用プロセッサは、通常、電子内視鏡が撮影した画像を動画像としてモニタに
表示させるものである。また、電子内視鏡用プロセッサは、観察部位をより詳細に観察で
きるようにする為、撮影した画像を静止画像としてモニタに表示させる機能も有する。
【０００４】
　上記静止画像の表示は、例えば、電子内視鏡又は電子内視鏡用プロセッサに設けられた
操作ボタンの押下をトリガとして行われる。すなわち、操作ボタンが押下された時点でモ
ニタに表示されたフレーム、或いはその次のフレームの画像が、静止画として表示され続
けることになる。
【０００５】
　上記構成においては、電子内視鏡の使用者は、モニタに表示される動画像を確認しなが
ら、適切なタイミングで操作ボタンを押下する必要がある。しかし、電子内視鏡を操作し
、且つモニタを確認しながら操作ボタンを押下する必要があるため、操作ボタンを押下す
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るタイミングの遅れ等により、所望の静止画像を得ることは容易ではなかった。例えば、
観察部位が動いている状態で操作ボタンを押下すると、ブレや色ずれが生じた静止画像が
取得されてしまうという問題があった。
【０００６】
　このような、ブレや色ずれの発生を防止するため、例えば特許文献１に記載の機能を備
えた電子内視鏡用プロセッサが提案されている。特許文献１に記載の電子内視鏡用プロセ
ッサは、直近の複数フレームの画像データをメモリに蓄積する構成となっており、静止画
像の取得を行うための操作（操作ボタンの押下等）が行われると、メモリに蓄積された複
数フレームの画像データの中から、ブレや色ずれの少ないものを選択して、これを静止画
像としてモニタに表示させるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第３４９７２３１号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献１に記載の電子内視鏡用プロセッサを使用することにより、ブレや色ずれの少
ない静止画像を得ることができる。しかしながら、特許文献１の構成では、どの程度前の
画像が静止画像として表示されたのかが分からず、例えば、注視している病変部が大きく
移動している場合には、現在モニタ上に表示されている動画像と取得した静止画像との差
が大きくなるため、病変部を認識するのに時間がかかるという問題がある。また、取得さ
れたブレや色ずれの少ない静止画像が所望の静止画像ではなく、静止画像の撮り直しが必
要となる場合もあるが、特許文献１に記載の構成では、静止画像の取得を行うための操作
を行ってから、静止画像がモニタに表示されるまでの期間はメモリに画像データが蓄積さ
れないため、改めて静止画像の撮り直しが必要となる場合には、再度メモリに画像データ
が蓄積されるまで待たねばならず、診察時間が延びてしまうという問題があった。
【０００９】
　本発明は上記の問題を解決するためになされたものである。すなわち、本発明は、モニ
タ上に表示されている動画像と取得した静止画像との差が大きい場合でも病変部を容易に
認識でき、短時間で確実に所望の静止画像を取得可能な電子内視鏡用プロセッサ及び電子
内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するため、本発明の電子内視鏡用プロセッサは、電子内視鏡からの映
像信号を処理してモニタに表示させる電子内視鏡用プロセッサであって、映像信号から画
像データを生成する画像データ生成手段と、複数フレームの画像データを記憶可能な第１
及び第２の画像記憶手段と、画像データのそれぞれについて、１つ前のフレームの画像デ
ータと比較し差分値を求める動き検出手段と、画像データをモニタに表示可能なビデオ信
号に変換する信号処理手段と、信号処理手段並びに第１及び第２の画像記憶手段を制御す
る制御手段とを有し、制御手段は、画像データ生成手段によって生成される画像データを
逐次ビデオ信号に変換して出力すると共に第１及び第２の画像記憶手段に差分値と共に逐
次記憶させる第１のモードと、第１の画像記憶手段に記憶された画像データをビデオ信号
に変換して出力すると共に画像データ生成手段によって生成される画像データを逐次第２
の画像記憶手段に差分値と共に記憶させる第２のモードと、第２の画像記憶手段に記憶さ
れた画像データをビデオ信号に変換して出力すると共に画像データ生成手段によって生成
される画像データを逐次第１の画像記憶手段に差分値と共に記憶させる第３のモードとの
いずれかによって制御するものであり、第２又は第３のモードにおいては、差分値をモニ
タし、該差分値に基づいて、第１又は第２の画像記憶手段に記憶された複数の画像データ
を記憶された時間が新しいものから順に連続的にビデオ信号に変換して出力する第１再生
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モードから、第１及び第２の画像記憶手段に記憶された複数の画像データのうちの一つを
繰り返しビデオ信号に変換して出力する第２再生モードに切り換えることを特徴とする。
【００１１】
　このような構成により、電子内視鏡が撮影した画像を動画像として観察する場合は第１
のモードにて制御を行い、静止画像を取得する場合は、第２又は第３のモードに切り換え
て、第１又は第２の画像記憶手段に記憶されている直近の複数の画像データを巻戻して連
続表示させ、次いで、差分値に基づいて、ブレや色ずれの少ない適切な画像データを自動
的に求めてモニタに表示させる。上記構成は、電子内視鏡が撮影した画像の画像データが
、第１の画像記憶手段と第２の画像記憶手段の双方に記憶されるものであるため、第２の
モードにて静止画像の表示を行った後、更に別の静止画像を取得しようとする場合であっ
ても、第２の画像記憶手段には第２のモード中に電子内視鏡が撮影した画像を含む直近の
画像データが記憶されているため、新たな画像の蓄積を待たずして第３のモードにて静止
画像を取得することが可能となる。
【００１２】
　また、制御手段が、差分値を所定の閾値と比較し、差分値が所定の閾値以下となった場
合に第１再生モードから第２再生モードに切り換える構成としてもよい。
【００１３】
　また、第１再生モードは、第１及び第２の画像記憶手段に記憶されている複数の画像デ
ータを複数フレームおきにビデオ信号に変換して出力するものであるような構成としても
よい。このような構成においては、第１のモードから第２及び第３のモードに切り換えが
行われると、第１再生モードにおいてフレームの間引きが行われることとなり、より高速
に静止画像を自動的に取得することが可能となる。
【００１４】
　また、第１のモードから第２又は第３のモードへの切り換えを行うための制御信号の入
力を受け付けると共に、該制御信号が入力された時に該第２のモードと第３のモードのい
ずれに切り換えるかを判定する判定手段を有し、制御手段は、判定手段による判定結果に
基づいて、第１のモードから第２又は第３のモードへの切り換えを行う構成としてもよい
。
【００１５】
　この場合、判定手段は、制御信号が入力される度に、第２のモードと第３のモードとを
交互に切り換えるように判定する構成としてもよい。
【００１６】
　或いは、判定手段は、第２のモードか第１のモードへの切り換えが行われてから所定時
間以内に制御信号が入力された時のみ、該第１のモードから第３のモードへの切り換えを
行う構成としてもよい。この場合、所定時間は、例えば第１の画像記憶手段に記憶可能な
画像データの数に対応した時間である。
【００１７】
　また、別の観点からは、本発明の電子内視鏡用プロセッサは、電子内視鏡からの映像信
号を処理してモニタに表示させる電子内視鏡用プロセッサであって、映像信号から画像デ
ータを生成する画像データ生成手段と、複数フレームの画像データを記憶可能な第１及び
第２の画像記憶手段と、第１及び第２の画像記憶手段に記憶された画像データが出力され
る時に、該出力される画像データと１つ前に出力された画像データと比較し差分値を求め
る動き検出手段と、画像データをモニタに表示可能なビデオ信号に変換する信号処理手段
と、信号処理手段並びに第１及び第２の画像記憶手段を制御する制御手段とを有し、制御
手段は、画像データ生成手段によって生成される画像データを逐次ビデオ信号に変換して
出力すると共に第１及び第２の画像記憶手段に逐次記憶させる第１のモードと、第１の画
像記憶手段に記憶された画像データをビデオ信号に変換して出力すると共に画像データ生
成手段によって生成される画像データを逐次第２の画像記憶手段に記憶させる第２のモー
ドと、第２の画像記憶手段に記憶された画像データをビデオ信号に変換して出力すると共
に画像データ生成手段によって生成される画像データを逐次第１の画像記憶手段に記憶さ
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せる第３のモードとのいずれかによって制御するものであり、第２又は第３のモードにお
いては、差分値をモニタし、該差分値に基づいて、第１又は第２の画像記憶手段に記憶さ
れた複数の画像データを記憶された時間が新しいものから順に連続的にビデオ信号に変換
して出力する第１再生モードから、第１及び第２の画像記憶手段に記憶された複数の画像
データのうちの一つを繰り返しビデオ信号に変換して出力する第２再生モードに切り換え
ることを特徴とする。
【００１８】
　このような構成によって、差分値は、第１及び第２の画像記憶手段に記憶された画像デ
ータが出力される時に求められるため、差分値を別途記憶しておく必要がなくなる。
【００１９】
　また、本発明の電子内視鏡装置は、上記いずれかの電子内視鏡用プロセッサと、電子内
視鏡用プロセッサに接続される電子内視鏡とを備えた電子内視鏡装置であって、電子内視
鏡が、第１のモードから第２又は第３のモードへの切り換えを指示するための入力を受け
付ける第１の入力手段と、第２及び第３のモードから第１のモードへの切り換えを指示す
るための入力を受け付ける第２の入力手段とを有する構成とすることが好ましい。
【００２０】
　このような構成とすると、第１及び第２の入力手段に入力を行うことによって、静止画
像の取得、並びに静止画像表示の解除を行うことが可能となる。
【００２１】
　また、第１の入力手段と第２の入力手段が同一である構成としてもよい。
【発明の効果】
【００２２】
　以上のように、本発明によれば、モニタ上に表示されている動画像と取得した静止画像
との差が大きい場合でも病変部を容易に認識でき、短時間で確実に所望の静止画像を取得
可能な電子内視鏡用プロセッサ及び電子内視鏡装置が実現される。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】図１は、本発明の第１の実施形態に係る電子内視鏡装置のブロック図である。
【図２】図２は、本発明の第１の実施形態に係る電子内視鏡用プロセッサに内蔵されてい
るフレームメモリの構成を示すブロック図である。
【図３】図３は、本発明の第１の実施形態に係る電子内視鏡用プロセッサに内蔵されてい
る動き検出回路の構成を示すブロック図である。
【図４】図４は、本発明の第１の実施形態に係る電子内視鏡用プロセッサに内蔵されてい
るタイミング発生器の構成を示すブロック図である。
【図５】図５は、本発明の第１の実施形態に係る電子内視鏡装置で実行される画像記憶再
生動作を説明するタイミングチャートである。
【図６】図６は、本発明の第２の実施形態に係る電子内視鏡装置のブロック図である。
【図７】図７は、本発明の第２の実施形態に係る電子内視鏡用プロセッサに内蔵されてい
るフレームメモリの構成を示すブロック図である。
【図８】図８は、本発明の第２の実施形態に係る電子内視鏡用プロセッサに内蔵されてい
る動き検出回路の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて詳細に説明する。
【００２５】
（第１の実施形態）
　図１から図４を参照して、本発明の第１の実施形態に係る電子内視鏡装置１を説明する
。図１は、本発明の第１の実施形態に係る電子内視鏡装置１のブロック図である。本実施
形態の電子内視鏡装置１は、電子内視鏡１００と、電子内視鏡用プロセッサ２００と、モ
ニタ３００を有する。
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【００２６】
　電子内視鏡１００の挿入管１１０の先端部（挿入管先端部）１１１近傍には、対物レン
ズ１２１及び撮像素子１２０が内蔵されている。対物レンズ１２１は、挿入管先端部１１
１近傍の被写体像を撮像素子１２０の受光面上に結像するように配置されている。
【００２７】
　撮像素子１２０は、その受光面上で結像した像に対応する映像信号を出力する。映像信
号は、挿入管１１０の内部に挿通されている信号ケーブル１２３を介して、電子内視鏡用
プロセッサ２００のＣＣＤプロセス回路２２１に送られる。撮像素子１２０は、電子内視
鏡１００のコネクタ部１５０に内蔵されるＣＣＤ駆動回路（不図示）から撮像素子１２０
に入力されるタイミングパルスによって制御されるようになっている。また、ＣＣＤ駆動
回路によるタイミングパルスの出力タイミングは、コネクタ部１５０に内蔵されたマイコ
ン（不図示）によって制御される。なお、図１では、説明の便宜上、電子内視鏡１００と
電子内視鏡用プロセッサ２００とを離して記載しているが、電子内視鏡１００を使用する
場合、電子内視鏡１００は、コネクタ部１５０によって電子内視鏡用プロセッサ２００と
電気的及び光学的に接続される。
【００２８】
　電子内視鏡用プロセッサ２００には、ＣＣＤプロセス回路２２１、Ａ／Ｄ変換回路２２
２、フレームメモリ２２３、ビデオプロセス回路２２４、タイミング発生器２２５、ＣＰ
Ｕ２１０、スイッチ２４０、照明装置２３０、動き検出回路２５０が内蔵されている。Ｃ
ＣＤプロセス回路２２１は、撮像素子１２０から入力される映像信号に対しノイズ除去処
理、増幅処理等を行ってＡ／Ｄ変換回路２２２に送る。Ａ／Ｄ変換回路２２２は、ＣＣＤ
プロセス回路２２１から受信したアナログの映像信号をデジタルの画像データに変換し、
フレームメモリ２２３及び動き検出回路２５０に出力する。動き検出回路２５０は、Ａ／
Ｄ変換回路２２２から出力される各フレームの画像データと直前のフレームの画像データ
とから各画像データに含まれる被写体の動き量ＭＤを検出し、その動き量ＭＤをフレーム
メモリ２２３に出力する（詳細は後述）。フレームメモリ２２３は、複数フレームの画像
データと動き検出回路２５０から出力される被写体の動き量ＭＤとを保存可能なメモリで
構成され（後述）、タイミング発生器２２５の制御に従って画像データ及び被写体の動き
量ＭＤを保存すると共に、保存されている画像データをビデオプロセス回路２２４に出力
する。また、フレームメモリ２２３に保存されている被写体の動き量ＭＤは、タイミング
発生器２２５の制御に従って画像データと同期してタイミング発生器２２５に出力される
。ビデオプロセス回路２２４は、フレームメモリ２２３から出力される画像データを所定
の形式のビデオ信号（例えばＮＴＳＣ信号）に変換し、電子内視鏡用プロセッサ２００に
接続されるモニタ３００に出力する。以上説明した処理によって、電子内視鏡１００の挿
入管先端部１１１近傍の映像が、モニタ３００に表示される。
【００２９】
　電子内視鏡用プロセッサ２００のＣＰＵ２１０は、スイッチ２４０、タイミング発生器
２２５等、電子内視鏡用プロセッサ２００の各構成要素と接続され、不図示のメモリに格
納されているプログラムに従って電子内視鏡用プロセッサ２００及び電子内視鏡１００を
統括的に制御する。スイッチ２４０は、ユーザが電子内視鏡用プロセッサ２００に各種設
定及び指示を行うためのユーザインターフェースであり、例えば、静止画像を得るための
フリーズボタンである。ＣＰＵ２１０は、スイッチ２４０からの入力に従って電子内視鏡
用プロセッサ２００及び電子内視鏡１００の各制御を設定又は変更する。なお、本実施形
態においては、電子内視鏡１００と電子内視鏡用プロセッサ２００が接続されると、電子
内視鏡１００のスコープボタン１４０とＣＰＵ２１０とが接続される構成となっており、
ＣＰＵ２１０はスコープボタン１４０の状態を監視可能に構成されている。すなわち、ス
コープボタン１４０が押されると、スコープボタン１４０が押されたことを示すスコープ
ボタン入力信号ＳＢがＣＰＵ２１０に送られ、ＣＰＵ２１０は、電子内視鏡１００のスコ
ープボタン１４０が押されたかどうかを判別することができる。
【００３０】
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　また、電子内視鏡用プロセッサ２００は、電子内視鏡１００の挿入管先端部１１１近傍
を照明するための照明光を生成する照明装置２３０を有する。以下、電子内視鏡用プロセ
ッサ２００の照明装置としての機能について説明する。
【００３１】
　図１に示されるように、電子内視鏡用プロセッサ２００は、ランプ２３１、絞り２３２
及び集光レンズ２３３を有する。また、電子内視鏡１００の挿入管１１０からコネクタ部
１５０に亘って、ライトガイド１３０が延在している。ライトガイド１３０の先端部１３
１は、電子内視鏡１００の挿入管先端部１１１近傍に配置されており、その近傍には配光
用レンズ（不図示）が配置されている。
【００３２】
　電子内視鏡用プロセッサ２００に内蔵されているランプ２３１はランプ電源回路（不図
示）からの電力供給によって照明光を生成する。そして、生成された照明光は、絞り２３
２を通って集光レンズ２３３に入射する。ライトガイド１３０は、コネクタ部１５０から
突出しており、電子内視鏡１００が電子内視鏡用プロセッサ２００に接続された状態では
、電子内視鏡用プロセッサ２００の内部に挿入されるようになっている。そして、ライト
ガイド１３０が電子内視鏡用プロセッサ２００に挿入された状態では、ライトガイド１３
０の基端部１３２は、集光レンズ２３３によって集光された照明光が入射するような位置
に配置される。この結果、ランプ２３１によって生成された照明光は、ライトガイド１３
０の基端部１３２に入射し、ライトガイド１３０を通って先端部１３１に達し、配光用レ
ンズを通過して挿入管先端部１１１近傍の生体組織を照明する。なお、絞り２３２は、Ｃ
ＰＵ２１０によって制御されるようになっている。すなわち、ＣＰＵ２１０は、絞り２３
２を制御して、ランプ２３１からライトガイド１３０の基端部１３２に入射する照明光の
光量を調整し、照明光の明るさを変更することができる。
【００３３】
　図２は、本実施形態の電子内視鏡用プロセッサ２００に内蔵されているフレームメモリ
２２３の構成を示すブロック図である。
【００３４】
　図２に示されるように、フレームメモリ２２３は、第１メモリ２２３ａ、第２メモリ２
２３ｂ及びスイッチ回路２２３ｃを備えている。第１メモリ２２３ａ及び第２メモリ２２
３ｂは、例えば、ＤＲＡＭによって構成されるリング型メモリであり、Ａ／Ｄ変換回路２
２２から出力されるデジタルの画像データが入力画像データＶＩＮとして逐次入力され、
所定のアドレスにフレーム１、フレーム２・・・のように順に記憶される。また、第１メ
モリ２２３ａ及び第２メモリ２２３ｂには、動き検出回路２５０から出力される被写体の
動き量ＭＤが入力画像データＶＩＮと同期して入力され、各入力画像データＶＩＮの動き
量ＭＤが各入力画像データＶＩＮと共に所定のアドレスにＨＶ１（フレーム１の動き量Ｍ
Ｄ）、ＨＶ２（フレーム２の動き量ＭＤ）・・・のように順に記憶されるよう構成されて
いる。本実施形態の第１メモリ２２３ａ及び第２メモリ２２３ｂは、それぞれ２４０フレ
ーム分の画像データ及び動き量ＭＤが記憶できる構成となっている。また、第１メモリ２
２３ａ及び第２メモリ２２３ｂは、それぞれタイミング発生器２２５と接続されており、
第１メモリ２２３ａには書込みアドレスＷＡ及び第１メモリ読出しアドレスＲＡ１が入力
され、第２メモリ２２３ｂには書込みアドレスＷＡ及び第２メモリ読出しアドレスＲＡ２
が入力される。
【００３５】
　書込みアドレスＷＡは、入力画像データＶＩＮとその動き量ＭＤとを記憶する第１メモ
リ２２３ａ及び第２メモリ２２３ｂ上の番地（アドレス）を表すデータであり、本実施形
態においては、第１メモリ２２３ａと第２メモリ２２３ｂに共通の書込みアドレスＷＡが
入力される。第１メモリ２２３ａ及び第２メモリ２２３ｂのそれぞれは、タイミング発生
器２２５によって書込み可能（読み出し禁止）とされている状態の時に、入力画像データ
ＶＩＮとその動き量ＭＤとを書込みアドレスＷＡで示される番地に記憶する。また、第１
メモリ２２３ａ及び第２メモリ２２３ｂに記憶された入力画像データＶＩＮ及びその動き
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量ＭＤは、第１メモリ読出しアドレスＲＡ１及び第２メモリ読出しアドレスＲＡ２を指定
することによって、読み出すことが可能である。第１メモリ２２３ａ及び第２メモリ２２
３ｂは、タイミング発生器２２５によって読み出し禁止（書込み可能）とされていない状
態の時に、第１メモリ読出しアドレスＲＡ１及び第２メモリ読出しアドレスＲＡ２で示さ
れる番地に記憶されている入力画像データＶＩＮ及びその動き量ＭＤを読み出し、それぞ
れ第１メモリ出力ＭＯ１及び第２メモリ出力ＭＯ２として出力する。
【００３６】
　スイッチ回路２２３ｃは、入力される信号をスイッチするための回路で、例えばマルチ
プレクサによって構成される。スイッチ回路２２３ｃには、第１メモリ出力ＭＯ１、第２
メモリ出力ＭＯ２及びスルー画像信号ＴＳ（すなわち、入力画像データＶＩＮ）が入力さ
れ、タイミング発生器２２５の制御によって、第１メモリ出力ＭＯ１の画像データ、第２
メモリ出力ＭＯ２の画像データ又はスルー画像信号ＴＳのいずれかが選択されて出力画像
データＶＯＵＴとして出力される。すなわち、スイッチ回路２２３ｃは、第１メモリ出力
ＭＯ１と第２メモリ出力ＭＯ２に含まれる画像データと動き量ＭＤと分離する機能を有し
ており、画像データは出力画像データＶＯＵＴとして出力され、動き量ＭＤは、後述する
ヒストグラム値ＨＶとして出力される。そして、スイッチ回路２２３ｃから出力される出
力画像データＶＯＵＴは、ビデオプロセス回路２２４に送られ、ヒストグラム値ＨＶは、
タイミング発生器２２５に送られる。
【００３７】
　図３は、本実施形態の電子内視鏡用プロセッサ２００に内蔵されている動き検出回路２
５０の構成を示すブロック図である。
【００３８】
　図３に示されるように、動き検出回路２５０は、Ａ／Ｄ変換回路２２２から動き検出回
路２５０に入力される入力画像データＶＩＮを１フレーム分記録するメモリ２５１と、動
き検出回路２５０に入力される入力画像データＶＩＮとメモリ２５１に記憶されている１
フレーム前に入力された入力画像データＶＩＮとの差分を求める引算回路２５２と、引算
回路２５２で求めた差分を所定の閾値と比較し２値化する２値化回路２５３と、２値化回
路２５３で２値化した結果についてヒストグラムを求めるヒストグラム回路２５４を有す
る。
【００３９】
　Ａ／Ｄ変換回路２２２から動き検出回路２５０に入力される入力画像データＶＩＮは、
メモリ２５１と引算回路２５２に送られる。メモリ２５１は、動き検出回路２５０に入力
される入力画像データＶＩＮを１フレーム分新たに記憶しながら、既に記憶している１フ
レーム分の入力画像データＶＩＮを引算回路２５２に送る。すなわち、メモリ２５１を通
ることによって、入力画像データＶＩＮが１フレーム分遅延することとなる。
【００４０】
　引算回路２５２は、Ａ／Ｄ変換回路２２２から動き検出回路２５０に新たに入力される
入力画像データＶＩＮと、メモリ２５１から出力される１フレーム前の入力画像データＶ
ＩＮとを比較し差分を求める。具体的には、新たに入力される入力画像データＶＩＮを構
成する各画素の輝度データと１フレーム前の入力画像データＶＩＮを構成する各画素の輝
度データについて、対応する画素毎に引算を行い、その結果を絶対値に変換して差分画像
として記録する。以上のように、引算回路２５２は、Ａ／Ｄ変換回路２２２から動き検出
回路２５０に入力される各入力画像データＶＩＮの変化量を求めている。従って、１フレ
ーム前の入力画像データＶＩＮに対して変化量が大きい（すなわち、動きが大きい）入力
画像データＶＩＮが入力されるほど、差分画像において大きな絶対値を有する画素が多く
なることとなる。
【００４１】
　２値化回路２５３は、引算回路２５２で求めた画素毎の差分値について、所定の閾値と
比較する。そして、差分値が所定の閾値以上の場合には、その画素は「１」とされ、差分
値が所定の閾値よりも小さい場合には、その画素は「０」とされる。すなわち、２値化回
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路２５３は、変化量が大きい（すなわち、動きが大きい）画素と変化量が小さい（すなわ
ち、動きが小さい）画素とを分別する。２値化回路２５３は、入力画像データＶＩＮを構
成する全ての画素について２値化処理を行い、その結果を２値化画像として記録する。
【００４２】
　ヒストグラム回路２５４は、２値化回路２５３で求めた２値化画像について、ヒストグ
ラムを求める。具体的には、２値化画像を構成する全ての画素のデータをスキャン（走査
）し、データが「１」である画素をカウントする。上述のように、２値化画像において「
１」のデータを有する画素は、変化量が大きい（すなわち、動きが大きい）画素であるこ
とを示すため、「１」のデータを有する画素のカウント値は、入力画像データＶＩＮの変
化量を表すこととなる。そして、ヒストグラム回路２５４で求められた「１」のデータを
有する画素のカウント値は、各入力画像データＶＩＮの動き量ＭＤとして、フレームメモ
リ２２３に送られる。
【００４３】
　以上のように、本実施形態の電子内視鏡用プロセッサ２００に内蔵されている動き検出
回路２５０は、Ａ／Ｄ変換回路２２２から動き検出回路２５０に入力される入力画像デー
タＶＩＮの動き量ＭＤを求め、フレームメモリ２２３の第１メモリ２２３ａ及び第２メモ
リ２２３ｂには、入力画像データＶＩＮとその動き量ＭＤが逐次記憶される構成となって
いる。そして、後述する画像記憶再生動作によって、第１メモリ２２３ａ及び第２メモリ
２２３ｂに記憶されている入力画像データＶＩＮとその動き量ＭＤが読み出され、ブレや
色ずれの少ない静止画像が自動的に取得されるよう構成されている。なお、第１メモリ２
２３ａ及び第２メモリ２２３ｂへの記憶又は第１メモリ２２３ａ及び第２メモリ２２３ｂ
からの読み出し、すなわち画像記憶再生動作は、タイミング発生器２２５及びＣＰＵ２１
０の制御によって行われる。
【００４４】
　次に、図４及び５を参照しながら本実施形態の電子内視鏡装置１で実行される画像記憶
再生動作について説明する。図４は、本実施形態の電子内視鏡用プロセッサ２００に内蔵
されているタイミング発生器２２５の構成を示すブロック図である。また、図５は、本実
施形態の電子内視鏡装置１で実行される画像記憶再生動作を説明するタイミングチャート
である。なお、図４及び５において、共通する信号に対しては同じ符号を付している。ま
た、図１から図３と共通する信号に対しても同様である。
【００４５】
　図４に示されるように、タイミング発生器２２５は、フリーズ制御回路２２５ａ、第１
カウンタ２２５ｂ及び第２カウンタ２２５ｃを有する。
【００４６】
　フリーズ制御回路２２５ａは、ＣＰＵ２１０からのスコープボタン入力信号ＳＢとフレ
ームメモリ２２３のスイッチ回路２２３ｃから出力されるヒストグラム値ＨＶに基づいて
巻戻し信号ＲＷ及びフリーズ信号ＡＦを生成する。ここで、スコープボタン入力信号ＳＢ
は、ＣＰＵ２１０によってスコープボタン１４０（図１）が押されたことが検出された場
合にＣＰＵ２１０から出力される信号である。
【００４７】
　第１カウンタ２２５ｂは、書込みアドレスＷＡを生成するためのカウンタであり、クロ
ック回路（不図示）から入力されるクロック信号ＣＬＫに基づいて書込みアドレスＷＡを
生成し、第１メモリ２２３ａ及び第２メモリ２２３ｂに出力する。
【００４８】
　第２カウンタ２２５ｃは、第１メモリ読出しアドレスＲＡ１及び第２メモリ読出しアド
レスＲＡ２を生成するためのカウンタであり、クロック回路（不図示）から入力されるク
ロック信号ＣＬＫ、フリーズ制御回路２２５ａから入力される巻戻し信号ＲＷ及びフリー
ズ信号ＡＦに基づいて第１メモリ読出しアドレスＲＡ１及び第２メモリ読出しアドレスＲ
Ａ２をそれぞれ生成し、第１メモリ２２３ａ及び第２メモリ２２３ｂに出力する。
【００４９】
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　電子内視鏡１００、電子内視鏡用プロセッサ２００及びモニタ３００の電源が入ると、
上述のように、撮像素子１２０から出力される映像信号が、ＣＣＤプロセス回路２２１に
送られ、さらにＡ／Ｄ変換回路２２２でデジタル化され、入力画像データＶＩＮが順にフ
レームメモリ２２３に入力される。また、電子内視鏡用プロセッサ２００のＣＰＵ２１０
は、不図示のメモリに格納されているプログラムを実行し、画像記録再生処理をスタート
する。
【００５０】
　図５は、フレームメモリ２２３に入力及び出力される各信号（データ）、スコープボタ
ン入力信号ＳＢ、巻戻し信号ＲＷ及びフリーズ信号ＡＦの様子を示している。なお、入力
画像データＶＩＮに示される数字（括弧無し）は、説明の便宜上、使用するものであり、
フレームメモリ２２３に順に入力される入力画像データＶＩＮのフレーム番号を示してい
る。また、スルー信号ＴＳ、第１メモリ出力ＭＯ１、第２メモリ出力ＭＯ２、出力画像デ
ータＶＯＵＴに示される数字（括弧無し）は、これら各信号と入力画像データＶＩＮとの
対応関係を示している。例えば、出力画像データＶＯＵＴの「２３８」という出力は、「
フレーム番号：２３８」としてフレームメモリ２２３に入力された入力画像データＶＩＮ
が出力されることを意味する。また、書込みアドレスＷＡ、第１メモリ読出しアドレスＲ
Ａ１及び第２メモリ読出しアドレスＲＡ２に示される括弧付の数字は、アクセスするべき
第１メモリ２２３ａ及び第２メモリ２２３ｂの番地（アドレス）を示している。また、上
述のように、第１メモリ出力ＭＯ１及び第２メモリ出力ＭＯ２は、画像データと動き量Ｍ
Ｄとで構成されるデータであるが、説明の便宜上、それぞれの画像データ（入力画像デー
タＶＩＮのフレーム番号）のみ示している。
【００５１】
　図５に示されるように、第１メモリ２２３ａ及び第２メモリ２２３ｂが書込み可能（読
み出し禁止）の状態（スコープボタン入力信号ＳＢが入力されるＴ１までの間）では、入
力画像データＶＩＮがフレームメモリ２２３及び動き検出回路２５０に入力されると、第
１メモリ２２３ａ及び第２メモリ２２３ｂの書込みアドレスＷＡで示されるアドレスに入
力画像データＶＩＮ及びその動き量ＭＤが記憶される（図２）。そして、書込みアドレス
ＷＡは、タイミング発生器２２５の制御によって入力画像データＶＩＮが記憶される度に
インクリメントされる。従って、この状態では、フレームメモリ２２３及び動き検出回路
２５０に連続して入力される入力画像データＶＩＮとその動き量ＭＤが第１メモリ２２３
ａ及び第２メモリ２２３ｂの書込みアドレスＷＡで示されるアドレスに順に記憶されてい
く。なお、上述のように、第１メモリ２２３ａ及び第２メモリ２２３ｂは、それぞれ２４
０フレームの画像データを記憶することが可能なリング型メモリで構成されているため、
２４０番目のフレームの画像データ及びその動き量ＭＤを記憶した後は、書込みアドレス
ＷＡは「１」とされ、１番目のフレームの画像データを記憶したメモリ領域に２４１番目
のフレームの画像データが上書きされる。このように、スコープボタン１４０が押される
までの間（スコープボタン入力信号ＳＢが入力されるＴ１までの間）は、第１メモリ２２
３ａ及び第２メモリ２２３ｂのそれぞれに、２４０フレーム分の画像データ及びその動き
量ＭＤが逐次更新されながら記憶されている。また、スイッチ回路２２３ｃは、スコープ
ボタン１４０が押されるまでの間、タイミング発生器２２５の制御によってスルー信号Ｔ
Ｓを選択して出力するように構成されている。従って、入力画像データＶＩＮと同じデー
タが出力画像データＶＯＵＴとして出力される。このように、第１メモリ２２３ａ及び第
２メモリ２２３ｂに入力画像データＶＩＮを逐次記憶し、スルー信号ＴＳを出力画像デー
タＶＯＵＴとして出力する状態を第１のモードと称する。なお、スイッチ回路２２３ｃが
スルー信号ＴＳを選択している間は、ヒストグラム値ＨＶは、出力禁止とされている。
【００５２】
　第１のモード中、ＣＰＵ２１０によってスコープボタン１４０が押されたことを検出す
ると、ＣＰＵ２１０は、タイミング発生器２２５に対してスコープボタン入力信号ＳＢを
出力する（Ｔ１）。そして、スコープボタン入力信号ＳＢを受信したタイミング発生器２
２５が、巻戻し信号ＲＷをＨｉｇｈにすることにより、第１の巻戻し再生処理が実行され



(13) JP 2012-90701 A 2012.5.17

10

20

30

40

50

る。第１の巻戻し再生処理が実行されると、タイミング発生器２２５が、第１メモリ２２
３ａを書込み禁止（読み出し可能）の状態にし、スイッチ回路２２３ｃの出力を第１メモ
リ出力ＭＯ１に切り換える。また、第２カウンタ２２５ｃが、第１メモリ読出しアドレス
ＲＡ１を直前の書込みアドレスＷＡの値に設定する。そして、新たな入力画像データＶＩ
Ｎがフレームメモリ２２３に入力される度に、第２カウンタ２２５ｃが、第１メモリ読出
しアドレスＲＡ１をディクリメントする。図５の場合、スコープボタン１４０が押された
時（Ｔ１）、直前の書込みアドレスＷＡは「２」であり、このアドレスに記憶されている
のは「フレーム番号：２４２」の入力画像データＶＩＮである。従って、スコープボタン
１４０が押されると、先ず第１メモリ読出しアドレスＲＡ１には「２」が設定され、「フ
レーム番号：２４２」の入力画像データＶＩＮが読み出される。そして、新たな入力画像
データＶＩＮがフレームメモリ２２３に入力される度に第１メモリ読出しアドレスＲＡ１
が「１」、「２４０」、「２３９」・・・とディクリメントされ、「フレーム番号：２４
１」、「フレーム番号：２４０」、「フレーム番号：２３９」・・・の入力画像データＶ
ＩＮが順に読み出され、出力される。
【００５３】
　第１の巻戻し再生処理が実行され、第１メモリ２２３ａに記憶されている入力画像デー
タＶＩＮが読み出されると、それと同時に、その読み出された入力画像データＶＩＮの動
き量ＭＤを示すヒストグラム値ＨＶが、フレームメモリ２２３からタイミング発生器２２
５のフリーズ制御回路２２５ａに入力される。図５の場合、「フレーム番号：２４２」、
「フレーム番号：２４１」・・・の入力画像データＶＩＮが順に読み出されると、各入力
画像データＶＩＮに対応するヒストグラム値ＨＶ「９５６」、「８７５」・・・が順にフ
レームメモリ２２３からタイミング発生器２２５のフリーズ制御回路２２５ａに入力され
る。
【００５４】
　フリーズ制御回路２２５ａは、フレームメモリ２２３から入力されるヒストグラム値Ｈ
Ｖを監視しており、所定の閾値と比較する。そして、ヒストグラム値ＨＶが所定の閾値以
下となった場合、フリーズ信号ＡＦをＨｉｇｈに設定する。これによって、第２カウンタ
２２５ｃは、第１メモリ読出しアドレスＲＡ１のディクリメントを停止する。本実施形態
においては、フリーズ制御回路２２５ａは、ヒストグラム値ＨＶが所定の閾値「５００」
以下となったか否かを検出しており、図５の場合、ヒストグラム値ＨＶ「４９８」を検出
した時に、所定の閾値「５００」以下となったと判断し、フリーズ信号ＡＦをＨｉｇｈに
設定している。その結果、第１メモリ読出しアドレスＲＡ１のディクリメントは停止され
、アドレス「２２４」を維持することとなる。そして、第１メモリ２２３ａのアドレス「
２２４」に記憶されている「フレーム番号：２２４」の入力画像データＶＩＮが繰り返し
読み出され出力されることとなる。この結果、モニタ３００には、「フレーム番号：２２
４」の入力画像データＶＩＮが静止画として表示される。上述のように、ヒストグラム値
ＨＶは、入力画像データＶＩＮの動き量ＭＤを示すデータであるため、モニタ３００に繰
り返し表示される「フレーム番号：２２４」の入力画像データＶＩＮは、動き量ＭＤの少
ない（すなわち、ブレや色ずれの少ない）画像である。
【００５５】
　以上のように、第１の巻戻し再生処理が実行されると、第１メモリ２２３ａに記憶され
た画像データは、最新のフレームのものから順に読み出されることとなり、映像的に巻戻
されて出力されることとなる。そして、ヒストグラム値ＨＶが所定の閾値以下となり、ブ
レや色ずれの少ない画像であると判断された場合、自動で静止画を取得するようになって
いる。なお、第１の巻戻し再生処理が実行されても、第２メモリ２２３ｂは、依然として
読み出し禁止（書込み可能）の状態にあり、書込みアドレスＷＡで示されるアドレスに入
力画像データＶＩＮ及びその動き量ＭＤが順に記憶されている。上述のように、第２メモ
リ２２３ｂに入力画像データＶＩＮ及びその動き量ＭＤを記憶しながら第１メモリ２２３
ａから画像データ及びその動き量ＭＤを読み出し、出力する状態を第２のモードと称する
。



(14) JP 2012-90701 A 2012.5.17

10

20

30

40

50

【００５６】
　第２のモード中、ＣＰＵ２１０によってスコープボタン１４０が押されたことを検出す
ると、ＣＰＵ２１０は、タイミング発生器２２５に対してスコープボタン入力信号ＳＢを
出力する（Ｔ２）。そして、スコープボタン入力信号ＳＢを受信したタイミング発生器２
２５が、巻戻し信号ＲＷ及びフリーズ信号ＡＦをＬｏｗにすることにより、第１の巻戻し
再生処理が停止される。第１の巻戻し再生処理が停止されると、タイミング発生器２２５
はＣＰＵ２１０の制御に従って、第１メモリを読み出し禁止（書込み可能）の状態にし、
スイッチ回路２２３ｃの出力をスルー信号ＴＳに切り換える。これによって、第１メモリ
２２３ａには再び入力画像データＶＩＮ及びその動き量ＭＤが順に記憶されていくことと
なり、入力画像データＶＩＮと同じデータが出力画像データＶＯＵＴとして出力されるこ
ととなる。すなわち、第１のモードに戻ることとなる。
【００５７】
　続いてＣＰＵ２１０によってスコープボタン１４０が押されたことを検出すると、ＣＰ
Ｕ２１０は、タイミング発生器２２５に対してスコープボタン入力信号ＳＢを出力する（
Ｔ３）。そして、スコープボタン入力信号ＳＢを受信したタイミング発生器２２５が、巻
戻し信号ＲＷをＨｉｇｈにすることにより、第２の巻戻し再生処理が実行される。第２の
巻戻し再生処理が実行されると、タイミング発生器２２５が、第２メモリ２２３ｂを書込
み禁止（読み出し可能）の状態にし、スイッチ回路２２３ｃの出力を第２メモリ出力ＭＯ
２に切り換える。また、第２カウンタ２２５ｃが、第２メモリ読出しアドレスＲＡ２を直
前の書込みアドレスＷＡの値に設定する。そして、新たな入力画像データＶＩＮがフレー
ムメモリ２２３に入力される度に、第２カウンタ２２５ｃが、第２メモリ読出しアドレス
ＲＡ２をディクリメントする。図５の場合、スコープボタン１４０が押された時（Ｔ３）
、直前の書込みアドレスＷＡは「１」であり、このアドレスに記憶されているのは「フレ
ーム番号：７２１」の入力画像データＶＩＮである。従って、スコープボタン１４０が押
されると、先ず第２メモリ読出しアドレスＲＡ２には「１」が設定され、「フレーム番号
：７２１」の入力画像データＶＩＮが読み出される。そして、新たな入力画像データＶＩ
Ｎがフレームメモリ２２３に入力される度に第２メモリ読出しアドレスＲＡ２が「２４０
」、「２３９」、「２３８」・・・とディクリメントされ、「フレーム番号：７２０」、
「フレーム番号：７１９」、「フレーム番号：７１８」・・・の入力画像データＶＩＮが
順に読み出され、出力される。
【００５８】
　第２の巻戻し再生処理が実行され、第２メモリ２２３ｂに記憶されている入力画像デー
タＶＩＮが読み出されると、それと同時に、その読み出された入力画像データＶＩＮの動
き量ＭＤを示すヒストグラム値ＨＶが、フレームメモリ２２３からタイミング発生器２２
５のフリーズ制御回路２２５ａに入力される。図５の場合、「フレーム番号：７２１」、
「フレーム番号：７２０」・・・の入力画像データＶＩＮが順に読み出されると、各入力
画像データＶＩＮに対応するヒストグラム値ＨＶ「８５６」、「７１１」・・・が順にフ
レームメモリ２２３からタイミング発生器２２５のフリーズ制御回路２２５ａに入力され
る。
【００５９】
　フリーズ制御回路２２５ａは、フレームメモリ２２３から入力されるヒストグラム値Ｈ
Ｖを監視しており、所定の閾値と比較する。そして、ヒストグラム値ＨＶが所定の閾値以
下となった場合、フリーズ信号ＡＦをＨｉｇｈに設定する。これによって、第２カウンタ
２２５ｃは、第２メモリ読出しアドレスＲＡ２のディクリメントを停止する。本実施形態
においては、フリーズ制御回路２２５ａは、ヒストグラム値ＨＶが所定の閾値「５００」
以下となったか否かを検出しており、図５の場合、ヒストグラム値ＨＶ「４９９」を検出
した時に、所定の閾値「５００」以下となったと判断し、フリーズ信号ＡＦをＨｉｇｈに
設定している。その結果、第２メモリ読出しアドレスＲＡ２のディクリメントは停止され
、アドレス「２１９」を維持することとなる。そして、第２メモリ２２３ｂのアドレス「
２１９」に記憶されている「フレーム番号：６９９」の入力画像データＶＩＮが繰り返し
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読み出され出力されることとなる。この結果、モニタ３００には、「フレーム番号：６９
９」の入力画像データＶＩＮが静止画として表示される。第１の巻戻し再生処理と同様、
ヒストグラム値ＨＶは、入力画像データＶＩＮの動き量ＭＤを示すデータであるため、モ
ニタ３００に繰り返し表示される「フレーム番号：６９９」の入力画像データＶＩＮは、
動き量ＭＤの少ない（すなわち、ブレや色ずれの少ない）画像である。
【００６０】
　以上のように、第２の巻戻し再生処理が実行されると、第２メモリ２２３ｂに記憶され
た画像データは、最新のフレームから順に読み出されることとなり、映像的に巻戻されて
出力されることとなる。そして、ヒストグラム値ＨＶが所定の閾値以下となり、ブレや色
ずれの少ない画像であると判断された場合、自動で静止画を取得するようになっている。
なお、第２の巻戻し再生処理が実行されても、第１メモリ２２３ａは、依然として読み出
し禁止（書込み可能）の状態であり、書込みアドレスＷＡで示されるアドレスに入力画像
データＶＩＮ及びその動き量ＭＤが順に記憶されている。上述のように、第１メモリ２２
３ａに入力画像データＶＩＮ及びその動き量ＭＤを記憶しながら第２メモリ２２３ｂから
画像データ及びその動き量ＭＤを読み出し、出力する状態を第３のモードと称する。
【００６１】
　第３のモード中、ＣＰＵ２１０によってスコープボタン１４０が押されたことを検出す
ると、ＣＰＵ２１０は、タイミング発生器２２５に対してスコープボタン入力信号ＳＢを
出力する（Ｔ４）。そして、スコープボタン入力信号ＳＢを受信したタイミング発生器２
２５が、巻戻し信号ＲＷ及びフリーズ信号ＡＦをＬｏｗにすることにより、第２の巻戻し
再生処理が停止される。第２の巻戻し再生処理が停止されると、タイミング発生器２２５
はＣＰＵ２１０の制御に従って、第２メモリを読み出し禁止（書込み可能）の状態にし、
スイッチ回路２２３ｃの出力をスルー信号ＴＳに切り換える。これによって、第２メモリ
２２３ｂには再び入力画像データＶＩＮ及びその動き量ＭＤが順に記憶されていくことと
なり、入力画像データＶＩＮと同じデータが出力画像データＶＯＵＴとして出力されるこ
ととなる。すなわち、第１のモードに戻ることとなる。なお、これ以降にスコープボタン
１４０が押されたことを検出した場合には、上述のモードの遷移、すなわち、スコープボ
タン１４０が押されたことを検出する度に第２のモード、第１のモード、第３のモード、
第１のモードが順に切り換わることとなる。
【００６２】
　以上のように、本実施形態の電子内視鏡装置１においては、ＣＰＵ２１０によってスコ
ープボタン１４０が押されたことを検出する度に、第１のモードから第２のモード、第１
のモード、第３のモード、第１のモードの順に切り換えられる構成となっている。そして
、第２のモードでは、第２メモリ２２３ｂに入力画像データＶＩＮ及びその動き量ＭＤを
記憶しながら第１メモリ２２３ａから記憶されている画像データ及びその動き量ＭＤを読
み出し、第３のモードでは、第１メモリ２２３ａに入力画像データＶＩＮ及びその動き量
ＭＤを記憶しながら第２メモリ２２３ｂから記憶されている画像データ及びその動き量Ｍ
Ｄを読み出すように構成されている。すなわち、第１メモリ２２３ａ又は第２メモリ２２
３ｂのどちらか一方が画像データ及びその動き量ＭＤを読み出す状態（書込み禁止状態）
となっていても、他方が継続して入力画像データＶＩＮ及びその動き量ＭＤを順に記憶し
ているため、第１の巻戻し再生処理又は第２の巻戻し再生処理中であっても最新の２４０
フレーム分の画像及びその動き量ＭＤは第１メモリ２２３ａ又は第２メモリ２２３ａのど
ちらか一方に記憶されていることとなる。そして、上述のように、第２のモード又は第３
のモードの時に自動で静止画が取得されるように構成されている。従って、一度の静止画
取得操作、すなわち、第２のモードによって所望の静止画が得られない場合、直ぐに静止
画取得操作を繰り返しても、メモリへの新たな画像データの蓄積を待たずして、第３のモ
ードによって静止画像の撮り直しが行われる。
【００６３】
（第１の実施形態の変形例）
　第１の実施形態においては、第１の巻戻し処理（第２のモード）及び第２の巻戻し再生
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処理（第３のモード）において第１メモリ２２３ａ及び第２メモリ２２３ｂに記憶されて
いる画像データ及びその動き量ＭＤが最新のフレームのものから順に読み出される構成と
なっているが、本発明はこの構成に限定されるものではない。例えば、第１メモリ２２３
ａ及び第２メモリ２２３ｂに記憶されている画像データ及びその動き量ＭＤを間引き、最
新のフレームのものから数フレーム毎に読み出す構成としても良い。このような構成とす
ることによって、動き量ＭＤの少ない（すなわち、ブレや色ずれの少ない）静止画像を高
速に取得できる。また、静止画像が得られるまでは間引かれた画像データが順にモニタ３
００に表示されるため注視している病変部を見失うこともない。
【００６４】
　また、第１の実施形態においては、ＣＰＵ２１０によってスコープボタン１４０が押さ
れたことを検出する度に、第１のモードから第２のモード、第１のモード、第３のモード
、第１のモードの順に切り換わる構成となっているが、本発明はこの構成に限定されるも
のではない。例えば、第２のモードから第１のモードに移行した場合において、移行から
所定時間以内にスコープボタン１４０が押されたことを検出した場合に第３のモードに移
行し、移行から所定時間を経過した後にスコープボタン１４０が押されたことを検出した
場合には、再度第２のモードに移行する構成としてもよい。第１の実施形態の第１メモリ
２２３ａ及び第２メモリ２２３ｂは、それぞれ２４０フレームの画像データが記憶できる
構成となっている。従って、撮像素子１２０から出力される映像信号のフレームレートが
、１秒当たり６０フレームであるとした場合、第１メモリ２２３ａ及び第２メモリ２２３
ｂには、それぞれ直近４秒間の画像データが記憶されることとなる。換言すると、第１メ
モリ２２３ａ及び第２メモリ２２３ｂ内の画像データは、４秒毎に完全に入れ替わる（リ
フレッシュされる）こととなる。従って、第２のモードから第１のモードに移行した場合
において、移行後、第１メモリ２２３ａのリフレッシュに必要な時間（４秒）が経過した
後は、再度第２のモードに移行する構成としてもよい。
【００６５】
（第２の実施形態）
　次に、図６から図８を参照して、本発明の第２の実施形態に係る電子内視鏡装置１´を
説明する。図６は、本発明の第２の実施形態に係る電子内視鏡装置１´のブロック図であ
る。図７は、本発明の第２の実施形態に係る電子内視鏡用プロセッサ２００´に内蔵され
ているフレームメモリ２２３´の構成を示すブロック図である。また、図８は、本発明の
第２の実施形態に係る電子内視鏡用プロセッサ２００´に内蔵されている動き検出回路２
５０´の構成を示すブロック図である。
【００６６】
　本発明の第２の実施形態に係る電子内視鏡装置１´は、フレームメモリ２２３´及び動
き検出回路２５０´の構成において、図１から図４に示される第１の実施形態に係る電子
内視鏡装置１とは異なる。以下、第１の実施形態と異なる点について詳述する。なお、図
６から図８において、第１の実施形態と共通する構成については、同一の符号を付してい
る。
【００６７】
　図６に示されるように、本実施形態に係る電子内視鏡装置１´の動き検出回路２５０´
には、フレームメモリ２２３´の出力画像データＶＯＵＴが入力され、動き検出回路２５
０´は、ヒストグラム値ＨＶをタイミング発生器２２５に出力する。
【００６８】
　図７に示されるように、本実施形態のフレームメモリ２２３´は、第１の実施形態と同
様、第１メモリ２２３ａ´、第２メモリ２２３ｂ´及びスイッチ回路２２３ｃ´を備えて
いる。第１メモリ２２３ａ´及び第２メモリ２２３ｂ´は、例えば、ＤＲＡＭによって構
成されるリング型メモリであり、Ａ／Ｄ変換回路２２２から出力されるデジタルの画像デ
ータが入力画像データＶＩＮとして逐次入力され、所定のアドレスにフレーム１、フレー
ム２・・・のように順に記憶される。本実施形態のフレームメモリ２２３´には、動き検
出回路２５０´からの入力がなく、動き量ＭＤを第１メモリ２２３ａ´及び第２メモリ２
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２３ｂ´に記憶しない点で第１の実施形態のフレームメモリ２２３と異なる。第１メモリ
２２３ａ´及び第２メモリ２２３ｂ´は、それぞれタイミング発生器２２５と接続されて
おり、第１メモリ２２３ａ´には書込みアドレスＷＡ及び第１メモリ読出しアドレスＲＡ
１が入力され、第２メモリ２２３ｂ´には書込みアドレスＷＡ及び第２メモリ読出しアド
レスＲＡ２が入力される。第１メモリ２２３ａ´及び第２メモリ２２３ｂ´の書込み動作
（記憶動作）及び読み出し動作は、第１の実施形態と同様であるので説明を省略する。
【００６９】
　スイッチ回路２２３ｃ´は、入力される信号をスイッチするための回路で、例えばマル
チプレクサによって構成される。スイッチ回路２２３ｃ´には、第１メモリ出力ＭＯ１、
第２メモリ出力ＭＯ２及びスルー画像信号ＴＳ（すなわち、入力画像データＶＩＮ）が入
力され、タイミング発生器２２５の制御によって、第１メモリ出力ＭＯ１、第２メモリ出
力ＭＯ２又はスルー画像信号ＴＳのいずれかが選択されて出力画像データＶＯＵＴとして
出力される。すなわち、本実施形態においては、第１メモリ出力ＭＯ１と第２メモリ出力
ＭＯ２に動き量ＭＤが含まれていないため、これを分離する必要がない点で第１実施形態
のスイッチ回路２２３ｃと異なり、また、スイッチ回路２２３ｃ´から出力される出力画
像データＶＯＵＴが、ビデオプロセス回路２２４及び動き検出回路２５０´に送られる点
で第１の実施形態と異なる。
【００７０】
　図８に示されるように、本実施形態の動き検出回路２５０´は、フレームメモリ２２３
´から入力される出力画像データＶＯＵＴを１フレーム分記録するメモリ２５１´と、動
き検出回路２５０´に入力される出力画像データＶＯＵＴとメモリ２５１´に記憶されて
いる１フレーム前に入力された出力画像データＶＯＵＴとの差分を求める引算回路２５２
´と、引算回路２５２´で求めた差分を所定の閾値と比較し２値化する２値化回路２５３
´と、２値化回路２５３´で２値化した結果についてヒストグラムを求めるヒストグラム
回路２５４´を有する。
【００７１】
　動き検出回路２５０´に入力される出力画像データＶＯＵＴは、メモリ２５１´と引算
回路２５２´に送られる。メモリ２５１´は、動き検出回路２５０´に入力される出力画
像データＶＯＵＴを１フレーム分新たに記憶しながら、既に記憶している１フレーム分の
出力画像データＶＯＵＴを引算回路２５２´に送る。すなわち、メモリ２５１´を通るこ
とによって、出力画像データＶＯＵＴが１フレーム分遅延することとなる。
【００７２】
　引算回路２５２´は、動き検出回路２５０´に新たに入力される出力画像データＶＯＵ
Ｔと、メモリ２５１´から出力される１フレーム前の出力画像データＶＯＵＴとを比較し
差分を求める。具体的には、新たに入力される出力画像データＶＯＵＴを構成する各画素
の輝度データと１フレーム前の出力画像データＶＯＵＴを構成する各画素の輝度データに
ついて、対応する画素毎に引算を行い、その結果を絶対値に変換して差分画像として記録
する。以上のように、引算回路２５２´は、フレームメモリ２２３´から動き検出回路２
５０´に入力される各出力画像データＶＯＵＴの変化量を求めている。従って、１フレー
ム前の出力画像データＶＯＵＴに対して変化量が大きい（すなわち、動きが大きい）出力
画像データＶＯＵＴが入力されるほど、差分画像において大きな絶対値を有する画素が多
くなることとなる。
【００７３】
　２値化回路２５３´は、引算回路２５２´で求めた画素毎の差分値について、所定の閾
値と比較する。そして、差分値が所定の閾値以上の場合には、その画素は「１」とされ、
差分値が所定の閾値よりも小さい場合には、その画素は「０」とされる。すなわち、２値
化回路２５３´は、変化量が大きい（すなわち、動きが大きい）画素と変化量が小さい（
すなわち、動きが小さい）画素とを分別する。２値化回路２５３´は、出力画像データＶ
ＯＵＴを構成する全ての画素について２値化処理を行い、その結果を２値化画像として記
録する。
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【００７４】
　ヒストグラム回路２５４´は、２値化回路２５３´で求めた２値化画像について、ヒス
トグラムを求める。具体的には、２値化画像を構成する全ての画素のデータをスキャン（
走査）し、データが「１」である画素をカウントする。上述のように、２値化画像におい
て「１」のデータを有する画素は、変化量が大きい（すなわち、動きが大きい）画素であ
ることを示すため、「１」のデータを有する画素のカウント値は、出力画像データＶＯＵ
Ｔの変化量を表すこととなる。そして、ヒストグラム回路２５４で求められた「１」のデ
ータを有する画素のカウント値（ヒストグラム値ＨＶ）が、各出力画像データＶＯＵＴの
動き量ＭＤとして、タイミング発生器２２５に送られる。
【００７５】
　以上のように、本実施形態の電子内視鏡用プロセッサ１´に内蔵されている動き検出回
路２５０´は、フレームメモリ２２３´から入力される出力画像データＶＯＵＴの動き量
ＭＤをヒストグラム値ＨＶとして逐次求め、タイミング発生器２２５に送る構成となって
いる。そして、第１の実施形態と同様、タイミング発生器２２５及びＣＰＵ２１０の制御
による画像記憶再生動作によって、第１メモリ２２３ａ´及び第２メモリ２２３ｂ´に記
憶されている入力画像データＶＩＮが読み出されると共にその動き量ＭＤ（ヒストグラム
値ＨＶ）が求められ、ブレや色ずれの少ない静止画像が自動的に取得されるよう構成され
ている。本実施形態によれば、第１メモリ２２３ａ´及び第２メモリ２２３ｂ´に各入力
画像データＶＩＮの動き量ＭＤのデータを記憶する必要がないため、第１の実施形態に比
較し、小さな容量の第１メモリ２２３ａ´及び第２メモリ２２３ｂ´を使用することが可
能となる。
【００７６】
　上記のように、本発明の第１及び第２の実施形態においては、画像記録再生動作の第１
～第３の各モード間の切り換えは、電子内視鏡１００のスコープボタン１４０の操作に基
づいて行われる構成としたが、本発明はこの構成に限定されるものではない。例えば、第
１～第３の各モード間の切り換えは、電子内視鏡用プロセッサ２００のスイッチ２４０の
操作に基づいて行われる構成としてもよい。
【符号の説明】
【００７７】
１、１´　　電子内視鏡装置
１００　　電子内視鏡
１１０　　挿入管
１１１　　挿入管先端部
１２０　　撮像素子
１２１　　対物レンズ
１２３　　信号ケーブル
１３０　　ライトガイド
１３１　　先端部
１３２　　基端部
１４０　　スコープボタン
１５０　　コネクタ部
２００、２００´　　電子内視鏡用プロセッサ
２１０　　ＣＰＵ
２２１　　ＣＣＤプロセス回路
２２２　　Ａ／Ｄ変換回路
２２３、２２３´　　フレームメモリ
２２３ａ、２２３ａ´　　第１メモリ
２２３ｂ、２２３ａ´　　第２メモリ
２２３ｃ、２２３ｃ´　　スイッチ回路
２２４　　ビデオプロセス回路
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２２５　　タイミング発生器
２３０　　照明装置
２３１　　ランプ
２３２　　絞り
２３３　　集光レンズ
２４０　　スイッチ
２５０、２５０´　　動き検出回路
３００　　モニタ
ＶＩＮ　　入力画像データ
ＴＳ　　　スルー信号
ＷＡ　　　書込みアドレス
ＲＡ１　　第１メモリ読出しアドレス
ＭＯ１　　第１メモリ出力
ＲＡ２　　第２メモリ読出しアドレス
ＭＯ２　　第２メモリ出力
ＶＯＵＴ　出力画像データ
ＳＢ　　　スコープボタン入力信号
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